
◆位置図

◆東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）の概要

延 長：約３１ｋｍ

◆東関東自動車道水戸線の整備効果

１．重要港湾群（鹿島港、茨城港）ならびに国際拠点である成田空港・茨城空港

へのアクセス強化が図られ、国際競争力が強化

２．北関東と東関東を結ぶ広域的な連携軸が形成
３．災害発生に伴う代替路線として、援助物資の緊急輸送路の役割を果たすなど
道路の交通機能確保の信頼性向上に期待

４．並行する国道５１号等の生活道路から通過交通を削減し、安全性が向上

ひがしかんとう じどうしゃどう みとせん いたこ ほこた

区 間：茨城県潮来市～茨城県鉾田市
基 本 計 画 策 定 ：平成８年１２月（第３０回国幹審） ＊都市計画決定済み

いばらきけん いたこし いばらきけん ほこたし

かしまこう いばらきこう なりたくうこう いばらきくうこう

対象区間（案）

茨城港日立港区

茨城港常陸那珂港区

茨城港大洗港区

百里飛行場
(茨城空港)

鹿島港

成田国際空港

供用中

H21年度供用目標

H27年度供用目標

車 線 数：暫定２車線
概 算 事 業 費：710億円
Ｂ ／ Ｃ：1.5
将来交通量 (H42) ：13,500台／日～13,900台／日
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出典：第四回　国土開発幹線自動車道建設会議資料


